






















 

 

核燃料輸送物設計承認書 

 

 

原規規発第 1908304 号 

令和元年 8 月 30 日 

 

 原燃輸送株式会社 

  代表取締役社長 高杉 政博 殿 

 

 

原子力規制委員会          

 

 

 平成 2年科学技術庁告示第 5号（核燃料物質等の工場又は事業所の外における運

搬に関する技術上の基準に係る細目等を定める告示）第４１条第４項の規定に基づ

き、令和元年 6月 14 日付け原設発 第 18 号をもって申請のあった核燃料輸送物設

計承認有効期間更新については、同条第５項の規定に基づき、現行の核燃料輸送物

設計承認書（平成 26 年 7 月 14 日付け原規規発第 1407093 号）を下記のとおり書き

換えます。 

 なお、本核燃料輸送物設計承認書は、当該核燃料輸送物が通過し又は搬入される

国において定められた原子力事業者等及び原子力事業者等から運搬を委託された

者が従うべき義務を免除するものではないことを申し添えます。 

 

 

記 

 

 

１．設計承認番号 ： Ｊ／１３０／Ｂ（Ｍ）Ｆ－９６（Ｒｅｖ．４） 

 

２．氏名又は名称及び住所並びに法人にあっては、その代表者の氏名 

  名 称 ： 原燃輸送株式会社 

  住 所 ： 東京都港区芝大門一丁目 1番 3号 

  代表者 ： 代表取締役社長 高杉 政博 

 

３．核燃料輸送物の名称 ： ＴＮ２８ＶＴ型



 

４．核燃料輸送物の種類 

 （１）核燃料輸送物の種類 ： ＢＭ型核分裂性輸送物 

 （２）輸送制限個数    ： 制限なし 

 （３）配列方法      ： 任意 

 （４）臨界安全指数    ： ０ 

 

５．核燃料輸送物の外形寸法、重量その他の仕様 

 （１）核燃料輸送物の外形寸法 

    外 径 ： 約２．４ｍ 

    全 長 ： 約６．６ｍ（前部衝撃吸収カバーを含む） 

 （２）核燃料輸送物の総重量 ： １１３．５トン以下（架台を含まず） 

 （３）核燃料輸送物の外観  ： 添付図－１及び添付図－２のとおり 

 詳細形状は、本核燃料輸送物の核燃料輸送物設計変更承認申請書別紙の

（イ）－第Ｃ．１図から（イ）－第Ｄ．３図までに示されている。 

 （４）輸送容器の主要材料 

    添付表－１のとおり 

 （５）収納する核燃料物質等の種類、性状、重量及び放射能の量 

    添付表－２から添付表－５までのとおり 

 

６．臨界安全評価における浸水の領域に関する事項 

臨界計算は、密封境界である輸送容器内部への水の浸入の有無を考慮してい

る。なお、ガラス固化体収納時は、ガラス固化体に含まれるほう素のため、水の

浸入により実効増倍率は低下する。 

 

７．収納物の密封性に関する事項 

本輸送容器の密封境界は本体、蓋及びオリフィスプラグで構成され、ガラス固

化体及び固型物収納体は金属製の容器に封入されている。 

 

８．ＢＭ型輸送物にあっては、ＢＵ型輸送物の設計基準のうち適合しない基準 

  環境温度として－４０℃まで考慮していない。 

 

９．輸送容器の保守及び核燃料輸送物の取扱いに関する事項 

 本輸送容器の保守及び定期自主検査並びに核燃料輸送物としての取扱いにつ

いては、本核燃料輸送物の核燃料輸送物設計変更承認申請書別紙に記載した方法

により実施すること。 

 



 

１０．核燃料輸送物設計承認書の有効期間 

 令和元年 7月 14 日から令和 6 年 7月 13 日まで 

 

１１．安全設計及び安全輸送に関する特記事項 

 本核燃料輸送物は、発送前検査の温度測定検査で、日陰において輸送中人が容

易に近づくことができる表面温度が８５℃を超える場合は、近接防止金網を装着

して輸送するものとする。 



 

 

添付図―１ ＴＮ２８ＶＴ型核燃料輸送物外観図（２８体用バスケット使用時） 

ガラス固化体装荷時の例 

注記：企業機密の

ため一部削除。 



 

 

 
添付図―２ ＴＮ２８ＶＴ型核燃料輸送物外観図（２０体用バスケット使用時） 

ガラス固化体装荷時の例 

 

注記：企業機密の

ため一部削除。 



添付表―１ 輸送容器の主要材料 
容 器 部 位 主 要 材 料 

容 器 本 体 炭素鋼、レジン、銅、木材 
蓋 ステンレス鋼、レジン 

バ ス ケ ッ ト アルミニウム合金、ステンレス鋼 
前部衝撃吸収カバー ステンレス鋼、木材、レジン 

 
 
添付表―２ 収納する核燃料物質等の種類、性状、重量及び放射能の量（英国ガラス固化体） 

（ガラス固化体１本当たり） 
 28 体用バスケット使用時 20 体用バスケット使用時 

種 類 高レベル放射性廃棄物 
性 状 固体（ガラス固化体） 
重 量 ２，０００ｇ以下（Ｕ同位体重量）、２００ｇ以下（Ｐｕ同位体重量） 

放射能の量 α線を放出する放射性物質 ：３．５×１０２ ＴＢｑ 以下 
α線を放出しない放射性物質：４．５×１０４ ＴＢｑ 以下 

放射能の量：主要な核種の放射能の量は以下の式を満たすこと。 

8.0
Aj
Rj14

1j

 

ここで、Rj は装荷されるガラス固化体１本当たりの主要な核種ごとの放射能の量であり、Aj はガラ

ス固化体に単一核種のみが含有されるとした場合の主要な核種ごとの最大の放射能の量である。 

主要な核種と Aj は以下のとおりである。 
  j 主要な核種 Aj 値 

 

28 体用バスケット使用時 20 体用バスケット使用時 

α核種 
（Bq) 

1 238Pu 5.0×1014 9.0×1014 
2 239Pu 6.0×1014 1.0×1015 
3 240Pu 6.0×1014 1.0×1015 
4 241Am 5.0×1014 9.0×1014 
5 242Cm 3.0×1014 6.0×1014 
6 243Cm 4.0×1014 7.0×1014 
7 244Cm 2.0×1014 3.4×1014 

βγ核種 
（Bq) 

8 60Co 2.0×1014 9.0×1014 
9 90Sr+(90Y) 1.3×1017 5.0×1017 
10 106Ru+(106Rh) 2.9×1015 9.0×1015 
11 134Cs 3.7×1015 2.0×1016 
12 137Cs+(137mBa) 1.4×1017 1.2×1018 
13 144Ce+(144Pr) 1.5×1015 4.5×1015 
14 154Eu 6.3×1014 2.5×1015 

注：放射平衡となっている親娘核種（j = 9, 10, 12, 13）については親核種に対する最大の放射能の量を示す。 
 

収納本数※１ ２８本以下 ２０本以下 

発熱量 １．４６ｋＷ以下 

１．７０ｋＷ以下※２ 
２．００ｋＷ以下 

※１ 収納本数が規定の数に満たない場合は、模擬キャニスタで補う。 
※２ 28 体用バスケットの中央孔に模擬キャニスタ４本を装荷することとする。



添付表―３ 収納する核燃料物質等の種類、性状、重量及び放射能の量（仏国ガラス固化体） 
（ガラス固化体１本当たり） 

 28 体用バスケット使用時 20 体用バスケット使用時 
種 類 高レベル放射性廃棄物 
性 状 固体（ガラス固化体） 
重 量 ４，５００ｇ以下（Ｕ同位体重量）、１１０ｇ以下（Ｐｕ同位体重量） 

放射能の量：主要な核種の放射能の量は以下の式を満たすこと。 

8.0
Aj
Rj9

1j
 

ここで、Rj は装荷されるガラス固化体１本当たりの主要な核種ごとの放射能の量であり、Aj はガラ

ス固化体に単一核種のみが含有されるとした場合の主要な核種ごとの最大の放射能の量である。 

主要な核種と Aj は以下のとおりである。 
  j 主要な核種 Aj 値 

 

28 体用バスケット使用時 20 体用バスケット使用時 
α核種 
（Bq) 

1 241Am 5.0×1014 9.0×1014 
2 244Cm 2.0×1014 3.4×1014 

βγ核種 
（Bq) 

3 60Co 2.0×1014 9.0×1014 
4 90Sr+(90Y) 1.3×1017 5.0×1017 
5 106Ru+(106Rh) 2.9×1015 9.0×1015 
6 134Cs 3.7×1015 2.0×1016 
7 137Cs+(137mBa) 1.4×1017 1.2×1018 
8 144Ce+(144Pr) 1.5×1015 4.5×1015 
9 154Eu 6.3×1014 2.5×1015 

注：放射平衡となっている親娘核種（j = 4, 5, 7, 8）については親核種に対する最大の放射能の量を示す。 
  なお、装荷されるガラス固化体１本当たりのα核種の放射能の量が重量で提示される場合には、１．２６

８×１０１１Ｂｑ／ｇ（２４１Ａｍ）及び２．９９３×１０１２Ｂｑ／ｇ（２４４Ｃｍ）の比放射能を用いる。 
 

収納本数※１ ２８本以下 ２０本以下 

発熱量 １．４６ｋＷ以下 

１．７０ｋＷ以下※２ 
２．００ｋＷ以下 

※１ 収納本数が規定の数に満たない場合は、模擬キャニスタで補う。 
※２ 28 体用バスケットの中央孔に模擬キャニスタ４本を装荷することとする。



添付表―４ 収納する核燃料物質等の種類、性状、重量及び放射能の量 
（低レベル放射性廃棄物ガラス固化体） 

（ガラス固化体１本当たり） 
 28 体用バスケット使用時 20 体用バスケット使用時 

種 類 低レベル放射性廃棄物 
性 状 固体（ガラス固化体） 
重 量 ４，５００ｇ以下（Ｕ同位体重量）、１１０ｇ以下（Ｐｕ同位体重量） 

放射能の量：主要な核種の放射能の量は以下の式を満たすこと。 

4.0
Aj
Rj9

1j
 

ここで、Rj は装荷されるガラス固化体１本当たりの主要な核種ごとの放射能の量であり、Aj はガラ

ス固化体に単一核種のみが含有されるとした場合の主要な核種ごとの最大の放射能の量である。 

主要な核種と Aj は以下のとおりである。 
  j 主要な核種 Aj 値 

 

28 体用バスケット使用時 20 体用バスケット使用時 
α核種 
（Bq) 

1 241Am 5.0×1014 9.0×1014 
2 244Cm 2.0×1014 3.4×1014 

βγ核種 
（Bq) 

3 60Co 2.0×1014 9.0×1014 
4 90Sr+(90Y) 1.3×1017 5.0×1017 
5 106Ru+(106Rh) 2.9×1015 9.0×1015 
6 134Cs 3.7×1015 2.0×1016 
7 137Cs+(137mBa) 1.4×1017 1.2×1018 
8 144Ce+(144Pr) 1.5×1015 4.5×1015 
9 154Eu 6.3×1014 2.5×1015 

注：放射平衡となっている親娘核種（j = 4, 5, 7, 8）については親核種に対する最大の放射能の量を示す。 
  なお、装荷されるガラス固化体１本当たりのα核種の放射能の量が重量で提示される場合には、１．２６

８×１０１１Ｂｑ／ｇ（２４１Ａｍ）及び２．９９３×１０１２Ｂｑ／ｇ（２４４Ｃｍ）の比放射能を用いる。 
 

収納本数※１ ２８本以下 ２０本以下 
発熱量 ０．０９０ｋＷ以下 

※１ 一の収納孔当たりの収納本数が４本に満たない場合は、模擬キャニスタで補う。



添付表―５ 収納する核燃料物質等の種類、性状、重量及び放射能の量（固型物収納体） 
（固型物収納体１本当たり） 

 28 体用バスケット使用時 20 体用バスケット使用時 
種 類 固型物収納体 
性 状 固体 
重 量 ４７５ｇ以下（２３５Ｕ相当量※１）、２６０ｇ以下（２３９Ｐｕ相当量※１） 

放射能の量 α線を放出する放射性物質 ：６．２×１００ ＴＢｑ 以下 
α線を放出しない放射性物質：７．４×１０２ ＴＢｑ 以下 

主要な核種の放射能の量は以下のとおりである。 
 

ガンマ線源 
固型物収納体表面最大ガンマ線量率 150 Gy/h 以下 

 
60Co 相当量※２ 242 TBq 以下 

中性子源 244Cm（中性子を放出する核種） 2.0 TBq 以下 
気体状の核種 85Kr 4.7 TBq 以下 
 

収納本数※３ ２０本以下 １２本以下 
発熱量 ０．０９０ｋＷ以下 

※１ 相当量とは、キャニスタ１本に含まれる核分裂性物質（Ｕ－２３３、Ｕ－２３５、Ｐｕ－２３９

及びＰｕ－２４１）をＵ－２３５又はＰｕ－２３９に換算した値を示す。 

※２ 固型物収納体の遮蔽解析モデルで、６０Ｃｏの均一線源を用い、固型物収納体側面で上記の最大線

量率が得られる値である。 
※３ 一の収納孔当たりの収納本数が４本に満たない場合は、模擬キャニスタで補う。 
   なお、輸送容器に装荷される収納物の合計重量は、２８体用バスケット使用時に１４，０００  

ｋｇ以下、２０体用バスケット使用時に１０，０００ｋｇ以下である。 


